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様式第 1 号(第 5 条関係)
会 議 録

会 議 の 名 称 　令和４年度　美幌町社会教育委員会議（第３回）

開 催 日 時
　 令和４年７月１４日（木）
　　　　１８時３０分　開会　　　２０時３５分　閉会

開 催 場 所 　美幌町民会館　２階　会議室７・８

出 席 者 氏 名

委　　員：　牛島委員長、杢師副委員長、酒井、伊藤、茂手木、宮崎、

寺田、國澤　各委員（８名出席）

教育委員会：　矢萩教育長、遠藤教育部長、立花社会教育課長、浅野ス

ポーツ振興課長、鬼丸博物館課長、竹花図書館長（６名出席）

欠 席 者 氏 名 　池田、辻、澤田、下山、西谷内　各委員（５名）

事務局職員職氏名 　野村社会教育グループ主査、山本文化振興グループ主査　(２名出席)

議 題

報告事項

（１）各種研修出席報告

①令和４年度　北海道市町村社会教育委員長等研修会（第42回）

協議事項

（１）令和４年度　美幌町社会教育委員の事業視察

（２）令和４年度　美幌町社会教育委員の研究調査

その他

会議の公開又は非

公開の別
　 公 開

非 公 開 の 理 由
(会議を非公開とした場合)

傍 聴 人 の 数
(会議を公開した場合)

　 なし

会議資料の名称

（１）資料1　 令和4年度　美幌町社会教育委員事業視察

　　　　　　　視察可能事業一覧表

　（２）資料2　 令和4年度　美幌町社会教育委員研究調査

　（３）資料3　 各課課長・館長連絡事項

　（４）北海道市町村社会教育委員長等研修会出席報告資料

　（５）社会教育委員事業視察事業評価表

　（６）その他（ヤングケアラー、部活動の地域移行に関する資料、

各種事業募集チラシ等）

■録音テープを使用した全部記録

□録音テープを使用した要点記録会議録の作成方針

□要点記録

その他の必要事項
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令和４年度　美幌町社会教育委員会議

(第３回)議事録　

１　開　　会　　　　　　　　　　　　　　　　

（牛島委員長）

皆様こんばんは。

定刻となりましたので、これより令和４年

度第３回美幌町社会教育委員会議を開催

します。本日は、大変お忙しいところお集

まりをいただきまして、誠にありがとうござい

ます。

開会に先立ちまして、事務局より報告事

項があります。

（立花社会教育課長）　

報告事項を申し上げます。

本日の会議ですが池田委員、辻委員、

澤田委員、下山委員、西谷内委員より欠

席のご連絡をいただいております。

池田委員におきましては関谷委員の後

任ということで今回が初めて出席の予定で

したが、あいにく修学旅行への同行というこ

とでやむなく欠席となりました。次回１０月、

１１月と先になりますが、それまでお待ちい

ただければと思います。

本日の会議は、美幌町自治基本条例第

１１条の規定に基づき、公開で実施いたし

ます。

次に本日の会議の議案と資料の確認を

させていただきます。議案と資料ということ

で資料がたくさんあります。１つ目が資料１、

社会教育委員事業視察可能事業一覧表と

資料２、令和４年度社会教育委員研究調

査資料。クリップどめの資料をめくって下さ

い。課長、館長連絡事項、それから Fjoy
主催のお化け屋敷「もういいよ…」のチラシ、

劇団四季ファミリーミュージカル「人間にな

りたがった猫」のチラシ、社会教育委員事

業評価表と北海道教育委員会広報誌、さ

らに図書館のキャラクター募集関係で１枚、

それからちょっと厚めのＡ３のもの、マジッ

クと音楽と絵本コンサートのカラー刷りのも

のになります。それから北見工大と美幌町

との包括的連携協定シンポジウム関係の

チラシ、最後に野村主査から配った３枚の

うち、１つは委員長が出席しました会議の

報告事項とヤングケアラーについての資

料、それとＡ４両面になっていますが部活

動改革の資料ということで、たくさんの資料

で説明する際に該当する資料を見つけづ

らいかもしれませんがご容赦いただければ

と思います。

以上で報告事項を終ります。

２　開　会　あ　い　さ　つ　　　　　　　　　

（牛島委員長）

それでは、開会にあたりましてご挨拶を

申し上げます。

改めましてこんばんは。まだ暑い日が続

いておりましたが、みなさんいかがお過ごし

だったでしょうか。

　先週木曜日、金曜日と３年ぶりに北海道

社会教育委員長等研修会に出席してまい

りました。ホテルから会場のかでる２．７まで

すごく暑かったです。後ほど簡単ですけれ

ども記憶に残るところを報告させていただ

きたいと思います。

　今日はこの後、協議事項が３つあり中身、

ボリュームもございますので精力的に会議

を進めて参りたいと思いますので、この後

よろしくお願いいたします。

　続きまして遠藤部長からご挨拶をいただ

きます。

(遠藤部長）　

　みなさまこんばんは。本日は時節柄大変

お忙しい中、また夜分お疲れのところご出

席いただきありがとうございます。

　本日矢萩教育長が札幌市へ出張のため

代わりに私から一言ご挨拶申し上げます。

　新年度がスタートしてから早いもので３ヶ

月が過ぎ、池田委員を迎えての初の会議

となる予定でしたが、本日は修学旅行のた

め欠席でございますが今後ともよろしくお

願いいたします。

北海道も暑い夏がやってまいりました。

先ごろ、気象庁が発表した３ヶ月予報によ
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りますと、道内の７月から９月の気温は例年

より高めと予報されているようです。

　現在もコロナ禍によるマスク着用の場面

は多くありますが、こまめな水分補給を心

がけるなど、熱中症対策を含めまして、体

調管理には十分に気を付けなければなら

ない時期でございます。

　さてコロナ禍生活の３年目になりますが、

感染状況は一喜一憂を繰り返す中、最近

は全国的にも道内的にも感染者数が増加

傾向です。一昨日１２日に政府分科会の

尾身会長は第７波に入ったと認識を示しま

したが、行動制限は必要ないものとのこと

でした。

　本町ではこれまでも感染対策の徹底と経

済を回すといった観点から両輪の取組を

進める中、先ごろでは美幌夏まつりが開催

する方向に舵を切ったことが新聞報道され

ました。

　ここ２年間、町のイベントをはじめとしまし

て社会教育事業におきましても中止あるい

は規模縮小を余儀なくされております。し

かしながら今後とも持続可能なまちづくりを

推進するため、委員の皆様には引き続きご

苦労をおかけいたしますが、どうか本町の

発展のためにご尽力を賜りますようお願い

申し上げます。

　本日は３件の議案をご用意しております。

どうか忌憚のない意見を賜りますよう重ね

てお願い申し上げます。

　結びに、いまだコロナ感染対策の制約が

続きますが、どうか本年度におきましても皆

様の活動が充実したものとなりますことを心

からご祈念申し上げましてご挨拶とさせて

いただきます。本日はどうぞよろしくお願い

いたします。

（牛島委員長）

遠藤部長ありがとうございました。

３　報　告　事　項　　　　　　　　　　　　　　　

（１）各種研修会出席報告について

（牛島委員長）　　

それでは議事に入ります。

報告事項１、各種研修会出席報告として

令和４年度北海道市町村社会教育委員長

等研修会を議題とします。

７月７日、８日に札幌で開催されましたが

私が出席しましたので私より報告させてい

ただきたいと思います。簡単に協議のこと

を書き留めましたので報告になりませんけ

れどもお話させていただきます。

会場は札幌市かでる２．７でした。内容１

日目は演題「市町村社会教育委員長に期

待するもの、期待するということ」の演題で

恵庭市元社会教育委員長の庄司さん。そ

れから佐呂間町元社会教育委員長船木氏

の対談というような形で、今まで経験したこ

とも紹介する形でお話がありました。

　いつも話題になっていますけれども、特

に佐呂間町の船木さんの話は今年も話題

になっておりました。２日目のグループ討議

でも非常に話題になっておりました。

　もうご存じだと思いますが、１つ目は佐呂

間町の教育委員は１８名おります。男性９

名、女性９名。１０代の委員もいます。佐呂

間町の社会教育委員が中心となって「しゃ

べろ場」という高校生を対象にしたいわゆ

る座談会というか、高校生の意見を色々聞

いて意見を交流するという活動を続けられ

ていますが、その経験者が町内に就職し

たことによって私も（社会教育委員を）やり

たいということでお話がありました。

　それから高校の校長先生以外は公募で

自薦他薦あり、ただし選考委員会がありま

して５名で構成されています。元教育長、

社会教育委員のＯＢ・OG２名、元町議１名、

そして船木さんで選考していますが応募さ

れる方が多くて選考漏れになる方もいるよ

うです。

　そして自主研修を年間５０回開催しており

ます。これも会場でも驚かれていました。
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それから恵庭の庄司さんがおっしゃってま

したが、記録のないものは記憶にも残らな

い。それから全体会の会議のうち、車内で

反省会などをいつもしているというお話をし

ておりました。記録のないものだと言われま

したので終ってからレジュメを作ったところ

でございます。

　２日目、グループトークになりました。私ど

ものグループは３名、と本当は４名でしたが

１名欠席でした。

利尻富士町の社会教育委員長の方と鷹

栖町の社会教育行政の方、それと私の３

人でした。先ほどお話しましたとおり非常に

盛り上がりました。どこのグループも身を乗

り出して色々なこと、自分の町のことを比べ

て私のところはこんなことしている、あんな

ことしているという話をお互いに出し合って

非常に盛り上がりました。

その後、まとめで各グループが１分で報

告してくださいということで私も報告しまし

た。まとめの中で、私どものグループトーク

のチーフをやられていた方が話していたの

ですが、同じ話を聞いていても委員長と行

政職という立場で聞き方も聞き取り方も違

いますよね、と。委員長と職員の２名で出

席するのが望ましいのではないでしょうか。

ということで、来年からはぜひ２名で参加し

てくださいと投げかけがありました。美幌か

らも２名で参加できればいいなと思ってい

ます。

それと蛇足なんですが、今年は全道大

会留萌大会がオンラインになりました。い

つも２名ほどの委員の出席旅費を工面して

いただいています。オホーツクから佐呂間

町の船木さんが出るということで、管内社

会教育委員連絡協議会総会の中で是非、

各市町村から多く出てくださいと委員長の

お話がありました。美幌町でも複数名で参

加したい、できないかということで検討して

おりましたが、コロナの関係で各市町村か

ら１名出席の通知が入りやむなく断念しま

したけれども、ふたを開けてみたら滝上６

名、網走５名、佐呂間３名、北見２名、雄武

２名ということでそれぞれ出席し、非常に盛

り上がりました。色々な話、懇親会もオホー

ツク管内での懇親会も非常に交流が深まり

ましたし、それぞれの市町村の話が色々出

て非常に中身の濃い会になったなと思っ

ております。

　本当に雑ぱくで乱暴な話ですが、以上で

報告を終わります。

　何かご質問ございますか。

＜質問なし＞

（牛島委員長）

　佐呂間の話は本当にいつ聞いても刺激

的で、全道どこの委員さんも驚きを持って

聞いておりますし、２日目のグループ討議

でも非常にあちこちの班で話題になってい

ました。

　以上で研修会報告に代えさせていただき

たいと思います。

４　協　議　事　項　　　　　　　　　　　　　　　

（１）令和４年度美幌町社会教育委員の事

業視察ついて

（牛島委員長）

次に協議事項に入ります。協議事項（１）

令和４年度美幌町社会教育委員の事業視

察ついてを議題とします。この件について、

事務局から説明願います。

（山本主査）　

事業施設につきまして説明させていただ

きます。

事業視察でございますが、前回の会議

でも申し上げましたとおり、皆様にお取組

いただくということでお話を承りました。それ

を受けてという形で方向性を決めていきた

いところでございます。

資料１に事業視察可能な視察一覧表と

いう形で、今回各課から事業等を挙げてい

ただいております。こちらにつきましては、

こによらずとも、他に良い事業が出てきまし

たらご視察いただくという形にしていきたい
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と思っております。

　視察につきましては、グループ分けをさ

せていただき、その後代表を決めていただ

きまして、グループリーダーの方に連絡を

取り合っていただき事業を視察いただくと

いう形となります。

本日はグループリーダーを決めていた

だいてから視察事業を決めていただくとい

う流れでよろしくお願いいたします。

グループですが、過去に視察いただい

た経緯を含めて、恐れ入りますが事務局で

割り振りさせていただきたいと思いますの

でよろしくお願いいたします。

本日欠席されている委員さんもいらっし

ゃいますので、少々話し合いが難しいなと

いうところもあるかと思いますが何とかカバ

ーしていただければと思います。

グループについては口頭で発表させて

いただきます。

社会教育課ですが、茂手木委員、本日

欠席ですが西谷内委員と、新任の池田委

員のお三方。

スポーツ振興課ですが、牛島委員、辻

委員、澤田委員、宮崎委員の４名でお願

いします。

続いて博物館ですが、伊藤委員、杢師

委員、國澤委員のお三方。

最後に図書館は寺田委員、本日欠席で

すが下山委員、そして酒井委員のお三方

にお願いいたします。

このような割り振りで事業視察をしていた

だければと思っています。

事業視察の期間ですが、この会議終了

後からとなりますが、取りまとめもございま

すので基本的には来年１月の会議までの

期間で行いたいと考えております。

ただし、期間は一応区切りますが、視察

を希望する事業が２月もしくは３月に開催さ

れる場合は、事業視察とは別にご覧いただ

く形がよろしいかなと思っております。その

分につきましても、よろしければその事業

者の結果について、シートを使って評価い

ただきたいと思っております。

評価表について、クリップ留めした資料

がございます。評価表ですが、中身を確認

させていただき、基本的事項について書か

せていただいております。

事業視察の視点ということで５段階評価

にしております。段数が少ないと評価が難

しくなるため５段階評価にしております。各

個別にこちらの表に書いていただきますの

で、お名前と視察事業名を記載いただきこ

ちらへご提出いただければと思います。

提出につきましては各リーダーのところ

にお集めいただきまして、社会教育課へ提

出いただいても構いませんし、各個別にい

ただくケースもございますが、各個別に社

会教育課にお届けいただくことでも可能で

す。

こちらも毎回お話させていただきますが、

この評価表についてデータでいただきたい

場合がございます。データをお渡しするこ

とも可能ですので、メール等いただければ、

そちらに添付させていただければと思いま

す。ただ USBはセキュリティの問題でやりと

りできませんので、ご協力いただければと

思います。

紙の場合はファックスでも構いませんし、

町民会館へご用事の際に一緒に置いてい

ただく形でも構いません。もちろん、取りに

来てほしいということであれば直接取りに行

きます。

中身は野村主査にも確認いただき、ちょ

っと見直しをということもありましたが、基本

的にはこの評価表自体は基本的な部分を

お聞きするということですので、大きな見直

しをせずに特に何か記載したいことがある

という場合には自由記述欄の方にお書き

いただくということでよろしくお願いいたしま

す。

この後各グループに分かれてご協議を

お願いいたします。それではグループごと、

各課にお分かれいただきたいと思います

が、席と机を移動すると大変ですので、で

きれば現在の席をそのまま使っていきたい

と思っております。できれば社会教育、スポ
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ーツ、博物館、図書館の各課に分かれてと

いう形でお座りいただければと思います。

時間については７時１５分までにお決めい

ただければと思います。

各リーダーと視察する事業名をお決め

いただくということでよろしくお願いいたしま

す。

（牛島委員長）

　視察の本数は決まっていますか？

（山本主査）

　視察の本数は特に決めておりませんが、

できれば２本から３本、複数の事業を視察

いただければと思います。

（牛島委員長）

複数ということは２本以上ですね。

（山本主査）

　そうですね。

（牛島委員長）

　わかりました。

＜各課ごとに分かれての話し合い＞

（山本主査）

　それでは恐れ入りますがお決まりになら

れた事項について確認をさせていただきま

す。

　社会教育課から茂手木委員よろしくお願

いします。

（茂手木委員）

　私１人しかいないため、必然的にリーダ

ーになりました。視察内容としましてはおも

しろキッズ共和国の親子で見上げる星空

観賞会が８月２７日土曜日の夜。初めて行

うとのことだったので、興味津々です。もし

興味のある方がいらっしゃいましたら、別に

視察ということでお越しいただければと思

います。

　もう１つ、美幌町文化祭ということで各展

示物等の見学の後、発表等を見させてい

ただければと思います。発表等についても

名札を付けていれば自由に出入りさせて

いただくようなことを許していただければと

思っておりますのでよろしくお願いいたしま

す。

　演劇ひろばは視察ができないかなという

ことで、最終的に３月５日に発表があるとい

うことで都合がつけば観に行ければと思い

ます。

（山本主査）

続いてスポーツ振興課、よろしくお願い

いたします。

（宮崎委員）

　グループリーダーは宮崎になりました。よ

ろしくお願いします。

　視察は３つ決めました。中３・高校生トレ

ーニング教室、健康寿命アップ講習、もう１

つがサタスポです。みなさん予定まで３つ

決めてそれぞれ行けるもの視察へ行こうと

なりました。

（山本主査）

　続いて博物館、よろしくお願いいたしま

す。

（國澤委員）

　國澤がリーダーをやらせていただくことに

なりました。よろしくお願いします。

　ここは私の都合が合わず、他の方に都合

を合わせていただいての記載となってしま

すが、３人でぜひ行きましょうということで日

程を決めさせていただきました。

　１つ目が９月１０日の「町の色で描く型染

パネル」、１１月１２日の「世界が注目するシ

ベリア北極圏の旧石器文化」、この２事業

に行きたいと思います。

　この他９月にみなさんで集まった時に他

にも行きたいものがあれば行かせていただ

こういうことになりました。
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（山本主査）

　最後に図書館、お願いいたします。

（酒井委員）

　リーダーの酒井です。よろしくお願いしま

す。

　視察はここにチラシのあるマジックと絵本

のコンサート、９月２５日に公式キャラクター

の表彰のあるとのことですので、図書館７０

周年記念フェスティバルに参加したいと思

います。最後に１０月１５日のレコードコン

サート、私と寺田委員がロック好きなので行

こうと思います。

（山本主査）

　みなさまご協議いただきましてありがとう

ございました。今回ご協議いただきました

内容につきましては事務局で一覧をまとめ

させていただき、ご提示出来たらと思いま

すのでよろしくお願いいたします。

　視察につきましては視察表を使っていた

だき、視察終了次第どんどんチェックシー

ト、評価シートをいただければと思います

ので、最終的には取りまとめて、３月に皆様

に方にこんな結果でしたという一覧のもの

をお渡しできればと思いますのでよろしく

お願いいたします。

　ご協議いただきましてありがとうございま

した。以上です。

（牛島委員長）

　ありがとうございます。

　なお事業の視察については、事業の見

直しということもあります。改善ということ年

頭において、見ていただいておりますので

再度確認させていただきます。ぜひ前向き

な意見を含めていただければなと思います

のでよろしくお願いいたします。

管内的に見ても私どもの事業視察という

のは、何年か前に斜里の大会で紹介した

際に非常に注目していただきまして、素晴

らしい中身だと思ってますので、ぜひ継続

的にしておりますのでひとつよろしくお願い

します。

　以上で協議事項、令和４年度美幌町社

会教育委員の事業視察についてを終りま

す。

　ここで社会教育課長以外の課長におか

れましてはご退席いただきたいと思います。

（２）令和４年度美幌町社会教育委員の研

究調査ついて

（牛島委員長）

　次に協議事項（２）、令和４年度美幌町社

会教育委員の研究調査を議題といたしま

す。この件につきまして事務局より説明を

お願いいたします。

（野村主査）

　協議事項（２）、令和４年度美幌町社会教

育委員の研究調査についてご説明申し上

げます。

　昨年までの研究調査では、こちらの第８

次中期計画の策定に取り組んでいただき

ましたが、今年度からはこの計画の推進に

あたり、どのような視点を持って進めていく

のかという観点から研究調査を進めていき

たいと思います。こちらにつきましても、前

回の会議で取り組むということでご確認をさ

せていただいておりますので、今回その中

身についてご提案したいと思います。

　今日お配りした資料の中で、クリップ留め

している資料２と書いた資料をご覧いただ

きながらご説明、ご提案させていただきた

いと思います。

　今年度調査研究の内容案といたしまして、

今回第８次中期計画推進目標の３項目目

である「多様性を尊重した学び」に着目し、

多様性とは一体何なのかということについ

て、調査研究を進めていきたいという提案

です。

　テーマ設定の理由としては、今ご覧いた

だいている資料にも記載のとおりなのです

が、一言で多様性と言っても様々な切り口

があり、つかめていない部分が多いこと。そ

れともう一点は、今後の世の中の流れを見

たときに、この多様性がかなり重要視され
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てくると考えており、今後社会教育行政の

中で進めていく事業の改善や、新たな取り

組みを構築するにあたり、現状を理解した

中でどういう方向性が望ましいのかというと

ころを、我々行政と社会教育委員の皆様

が共通認識を持った中で進めていくという

ことで、この推進目標としての多様性を尊

重した学びの実現に向けた一助としたいと

考えております。

　正直ちょっと難しいかなと思いますが、こ

の多様性ということがどういうことなのかを

少しでも皆様につかんでいただければと思

い、今回テーマ案としてご提案させていた

だいております。

　研究調査のスケジュールですが、本日ご

提案をして、これをご了承いただければ、

この後、多様性という言葉の持つみなさん

のイメージを確認させていただきたいと思

い、先ほどと同じように情報交換というか、

グループワークをさせていただきいと思っ

ております。

　１０月には研修会を予定しており、多様性

というテーマがあるかわかりませんが、外部

の講師をお招きしてお話を聞く機会を設け

たいと思っております。

　皆様から出されたご意見等につきまして

は事務局でまとめさせていただいて、３月

の教育委員会に研究調査報告書を提出

することで予定しております。資料にも記載

のとおり残り任期が１年を切っていますの

で、短期間かつ限られた回数の中での研

究調査となりますが、私たち行政を含めて

皆様と一緒に学びを深めていきたいという

ふうに考えておりますので、よろしくお願い

します。

（牛島委員長）

　この内容で進めさせていただいてもよろ

しいでしょうか。

＜異議なし＞

（牛島委員長）

中期計画を作るときに非常に話題にな

っている、ちょっと頭を悩ませた中身です

が、ただいま野村主査から説明があったと

おりですので、何とか私たちも学習し積み

上げて、この多様性について共通理解す

る中で考えていきたいと思いますのでよろ

しくお願いいたします。

　それでは引き続き説明をお願いいたしま

す。

（野村主査）

　それでは皆様にご了解いただきましたの

で、今ご覧いただいている資料の裏面をご

覧いただきたいと思います。資料２の裏面

でございます。

　これからグループワークを行いますがそ

の前に、酒井委員が今年度から社会教育

委員に就任されましたので、この多様性と

いう言葉について社会教育委員会議の中

でどのような話がされてきたのかということ

から経過説明も含めて振り返ってみたいと

思います。

口頭で説明させていただきます。この多

様性という言葉にたどり着くまで、最初は令

和２年度に遡るんですが、この第８次中期

計画推進目標を決めるための話し合いの

時から始まりまして、この点については社

会教育委員の皆様方からたくさんの意見を

頂戴した項目でもありました。

　令和２年１２月の会議では、この多様な立

場の方々への支援ということで、ここでは障

がいを持たれた方や、外国からいらっしゃ

った町内にお住いの方への学習支援等が

どうなっているのかですか、いわゆるデジタ

ルとアナログということで、学習を提供する

手段の多様化みたいなところが話題として

出ていて、こういったものを尊重することが

自己肯定感の向上につながったり、個々

人の居場所づくりにつながっていったりす

るといった議論がなされていたと記憶して

います。

　そして令和３年１月の第５回目の会議、そ

れから令和３年３月の推進目標を提示した

際の話し合いにおいて、ここに記載の中身
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が議論されておりますが、こうした議論を踏

まえまして、その表現を含めて皆様と事務

局で悩みに悩んだ末、中期計画の推進目

標としてこの「多様性を尊重した学び」とい

う項目が設定されたというのは、みなさん記

憶にまだあるところかと思います。

国においては平成３０年に閣議決定され

た第３期教育振興基本計画の中で、一人

ひとりが多様な個性や能力を伸ばすこと、

個人や社会の多様性を尊重するといった

ことを目指そうということが方向性として示さ

れております。また、一昨年の中央教育審

議会の答申でも多様な主体の協働、協力

して動くという協働という表現が用いられて

います。

　この多様性という言葉ですが、ほかの自

治体の社会教育計画で使われているかを

調べてみたところ、近隣では清里町では多

様性を認め合うという言葉が使われていた

り、佐呂間町では中期計画のキーワードで

多様性が取り上げられている他、夕張市や

南幌町などでも多様性といった言葉が出て

きており、先ほどご説明したとおり今後の世

の中の動きを見たときに、多様性と言いま

すか多様化に対応することはひとつの大き

な流れになっていくだろうと思います。

　では、辞書的な意味で多様性というのは

何なのかということを資料に記載しておりま

す。資料に記載のとおり、異なる性質のも

のが存在すること、異なる性質のもの同士

をある一定の組織やグループに含めるとい

ったことを指しています。

　皆様もテレビや報道等でもご存知だと思

いますが、いい悪いは別として近年ではこ

の多様化という言葉が女性の活躍推進と

か、男女平等の観点からこの言葉が使わ

れていることが多くなっています。

多様性は英語にすると、ダイバーシティ

という言葉になります。ダイバーシティマネ

ジメントとかダイバーシティ何とかという言

葉が結構使われています。女性の活躍や

男女平等の観点からこの多様性という言葉

が用いられて、例えばその女性の管理職

の割合を増やす取り組みが進められたりし

ています。

　また昨今では、みなさんお聞きになった

ことがあると思いますが、「ＬＧＢＴＱ」という

言葉があります。いわゆる性的少数者です。

性的マイノリティーと言うのでしょうか。この

ことが大変注目されていて、こうした方々の

意見や考え方などを取り入れていこうとか、

これまでどちらかというとそういった価値観

をなかなか表現することがはばかれるよう

な感じだったのですが、昨今のインターネ

ット技術の普通などと相まって、表に出てこ

なかった方々も声を出してみんなが暮らし

やすい世の中にしていこうという動きが広ま

っていて、こうした動きもいわゆる多様性を

高める動きの一つとして捉えることができる

のだろうと思っております。

　一昨年に、社会教育中期計画を作る際

に北星学園大学の河野和枝さんとオンライ

ン研修した時に、「誰一人として取り残さな

い社会の実現」がこれからの社会教育にお

ける学びのキーワードになるとお話されて

いた記憶があって、誰一人も残さないとい

った取組が行政として回答に困る部分もあ

りますが、今回の中期計画の推進目標でも

あります多様性を尊重した学びは、今後の

諸活動や社会教育事業を考えるうえで大

変重要なポイントになるのではないかと考

えております。

　皆様の議論の中では、先ほど申し上げた

ように障がいを持った方ですとか、外国か

らいらっしゃった方ですとかそういった部分

の多様性というようなことが話として出てい

ましたが、多様性と言っても資料にも一行

で申し訳ないですけど内的側面や外的側

面、組織的側面ということでいろいろ分か

れているようです。

　内的側面は、自分でどうにかできないも

の、あるいはコントロールできないもの、例

えば、人種、年齢、出身地、性的指向等。

外的側面は、他人や周囲の環境に影響さ

れて変化しうるもの、例えば趣味、家族構

成、外見、信仰している宗教や交際の状況
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等。

　それともう一つは組織的側面ということで、

私たち一人ひとりがその組織を構成し、組

織の中で割り当てられた違いです。例でい

けば、勤務地、経営形態、雇用形態、給与

形態や職務上の地位、例えば部長、課長、

係長のような職務上の地位といったものが

多様性を指すひとつの側面として考えられ

ているようです。

　これからちょっとだけグループワークとい

うことで、短い時間ではあります、皆様の持

つ多様性の言葉のイメージをざっくばらん

に出していただきたいと思います。以前と

比べて世の中色々多様化してきているな、

というようなお話も含めて、今日で何かを決

めるということではありませんので、自由に

お話していただければと思います。

　我々が今後研究調査を皆様と進めていく

中で、エッセンスとなる部分をお聞きできれ

ばと思っております。難しいかもしれません

が、多様性ということを聞いてイメージする

ことをざっくばらんに意見交換していただき

いと思います。

ちなみに社会教育課では今現在、多様

性という部分を意識した事業ということで、

町長の重点施策である多文化共生推進事

業があります。

こちらは、町内の事業所に在籍している

外国人技能実習生に対して日本文化を体

験してもらって、美幌町の良さや日本のす

ばらしさなど体験してもらう事業を実施して

おります。

　令和２年度から取り組んでおり、令和２年

３年とＪＡびほろに在籍するベトナム国籍の

外国人技能実習生が、生け花や絵手紙、

和太鼓演奏、日本舞踊、着付けなどの体

験をして大変喜んでいただいております。

その場でスマホで撮ってすぐに母親にメー

ルで送ったりされるということもありました。

　今から２０時までと短い時間ではあります

が、今から申し上げるグループに分かれて

いただき、意見交換をお願いします。

　まず、牛島委員長、伊藤委員、茂手木委

員、國澤委員の４名。杢師副委員長、酒井

委員、宮崎委員、寺田委員の４名。委員長

側に私が、副委員長側に山本主査が入り

ます。課長と部長にもそれぞれのグループ

に入っていただき、一緒に意見交換ができ

ればと思っております。みなさんご協力をよ

ろしくお願いいたします。

＜二班に分かれてグループワーク＞

（野村主査）

　発表します。こちらのグループでは、多様

性の言葉のイメージとして率直に思うのは

まだまだ身近なものになってない。言葉で

言うのは簡単だけど、自分たちの意識も含

めてまだまだ身近なものになっていて、日

常化されていないという話が出ました。

　その理由としては、そういった方々となか

なか接する機会がないということもあります。

そのため、子どもの頃から意識していく必

要があるだろうと思います。その生活の中

で身に付けておくとかそういう考えをきちん

と持っておくことが必要だと。やっぱり大人

に対してどうなんだろう、大人こそ価値観や

先入観で、最後の方の意見で色眼鏡で物

を見ていないかということもあり、異なるもの

を排除する傾向があったけど、そういう価

値観を最後には取り除く。これには時間が

かかるという意見が出ていました。

　つまるところは自分以外の人を受け入れ

ること、理解すること、自分と異なる価値観、

同じ悩みを持った人同士が仲間づくりがで

きるような環境こそが多様性の解決するた

めの一つの道ではないかという意見です。

　答えがわからなかったですが、多様性の

対義語が何なのかということもわだいになり

ました。多様性の対義語、そういう軸で見

ていなかったので後ほど調べておきます

が、その多様性の対義語は何なのかという

ところからひも解いてみるとまた違った視点

で見えるかもしれません。

　様々な考えがあり正解がないので、本当

に自分で答えを見つけていく時代になって

いることが、多様性ではないかという意見も
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ありました。

（山本主査）

　副委員長以下、４名で熱い議論を交わさ

せていただきました。まず、野村主査がお

話した内容をベースに最初スタートしまし

たが、今まで従来の多様性とかをまとめよう

としたときに、ある種決まった枠の中に引き

入れようという考え方があったのではない

かと。

　一つのグループにもうみんな入っている

形にしていたのではないか、それが平等な

皆でやりましょうという形だった気がしてい

たが、実はそうじゃないのではないかと。

　この中に決められた枠の中に入ってくる

人は実は苦しい思いをしていたのではな

いのか。これは実は多様性を解決する策

ではなくて、多様性を何かごまかそうとして

いる縮図だったのではないかという話が出

ました。

　なので、これからの多様性というのは多様

性というものを何かという限定するわけじゃ

なく、多様性に対応していく組織というもの

がどういうものなのかと考えたときに、多様

性の色々な枠がある中、小さいグループが

ある中にまたぐっと広がっていく。あるだけ

のところをぐっと囲っていけるものが多様性

の枠なのだと考えるいうのが１つの意見で

した。

このような大きな輪を形成していくために

何が必要かという話をした中で出てきたの

が、社会教育と言えばやはり人と人がどの

ようにつながっていくかということを考えたと

きにはやっぱりコミュニケーション、人がど

のようにコミュニケーションを取っていくかと

いうことが一番根底にあるのではないか。

認め合うということをコミュニケーションによ

って、こういうものをこういう幅広い組織を形

成していくということが大事なのではないか

という意見もありました。

ただ、これももうひとつ社会教育の根底

にある究極的な課題として社会に出るカギ

をそれぞれが持っているかということが非

常に難しいのではないか。つまり、社会に

どこうやって人が出ていくのかということを

考えなければいけない。そこでやっと幅広

い組織化、組織の中に出てきて多様性を

みんなで分かち合おうと工夫することがで

きるというお話であります。

社会のカギは自分で持っていて、しかも

その社会への扉は自分からしか開けられ

ないのではないか。人が無理矢理こじ開け

るものじゃないかというお話がまさにそとお

りだと思うわけで社会教育の一番の問題

は、無理矢理人を出すことはできるかもし

れないが、そうではなく主体的に自分から

ドアを開けてその大きな組織の中に行くと、

大きなコミュニケーション、社会の中に出て

いくことが重要ではないかというお話があり

ました。

これがまず根底にあって、これをクリアで

きたからこそ、多様性というものへの対応が

できていくのではないかというお話です。

それができて、人、場、状況とかいうもの

の広がりができた中で、色々なものをマッ

チングさせていく中で、多様性というものを

クリアしていくというか、お互いに暮らしや

すい生活を作っていくというのが重要では

ないかという話が４名から出ましたので、私

が代弁させていただきました。

（野村主査）

ありがとうございました。難しいですね。

一言では言い表せない難しさがあると思い

ますが、それぞれの発表を聞いて、何かこ

の辺どうだったんですかというのがあれば、

お聞きしたいことがあればぜひ聞いていた

だければと思います。

社会から出るカギというのは壮大なテー

マですね。

（山本主査）

究極としてどれだけ社会教育に参加して

もらうかというのが課題であったと思います。

色々な諸事業とか含めて、社会にどうや

って出てくるのかということがやはり根底に

あり、これを解決しなければ先に進まないと

いうことがあるだろうというのが共通の認識
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であって、その後に性別、国籍、障がいの

有無とかの部分を認め合う土壌があれば、

そこでクリア出来ていくのではないかという

のが皆さんのお話かなと思います。

（野村主査）

深いですね。何か皆さんお聞きしたいこ

とありませんか。

（牛島委員長）

　今回の話をまた事務局でまとめていくん

ですよね。１つ土台となる話し合いが。

（山本主査）

　もちろん、これまでどおり積み上げていき

ます。

＜質問なし＞

（野村主査）

やはり社会教育だけで出来ることと出来

ないことがどうしてもあると思います。こちら

の班でも出ていましたが、もちろん行政の

中の色々な組織もそうですし、色々な団体、

色々な方々とつながりながら、そういったこ

とを考えていくことが必要だと考えます。

今言ったように多様性について両グル

ープの話を聞いた中では、まだまだ身近な

ものになっていないことは紛れもない事実

だと思いますので、まずは今年度の研究

調査の中で社会教育委員の中で少しでも

身近にその多様性ということを意識というか

捉えていきながら、今後事業を進める当た

って、本当にそういう視点、事業ができてい

るのかということにも着目しながら、少しでも

身近に考えられるような一つのきっかけに

なればいいなと思って２つの発表を聞いて

いました。

　時間が過ぎてしまいましたが、以上で終

わりたいと思います。改めてお互いの発表

に拍手ということでまとめます。

　なお、今後につきましては継続案件とい

うことで考えておりますので、次回以降の

会議でも継続調査ということで取り組んで

いきますのでよろしくお願いいたします。

５　　そ　の　他　　　　　　　　　　　　　　　　　

（牛島委員長）

次にその他に入ります。事務局より報告

をお願いいたします。

（野村主査）

今日配布した資料３に各館長、課長から

連絡事項ということで、図書館から図書館７

０周年キャラクターの名称募集ということで、

現在募集中です。町民会館事務室にも応

募箱がありますので、ご投函いただければ

と思いますのでよろしくお願いいたします。

次にスポーツ振興からの資料、北見工

業大学と美幌町との包括的連携協定締結

の関係のキックオフシンポジウムが７月３０

日に町民会館で開催されます。宮崎委員

の娘さん、宮崎真衣さんがトークセッション

のパネリストとして登壇されますので、時間

がある方は是非足を運んでください。

　連絡事項で主だったものは以上となりま

す。

（山本主査）

劇団四季ということで「人間になりたがっ

た猫」という題目です。こちらについては、

令和２年にこころの劇場という形で小学５．

６年生を対象としたミュージカルという形プ

ラス、ファミリー劇場という形の一般公演で

お呼びする演目でした。

　ご存じのとおりコロナの関係で今年度仕

切り直して、こころの劇場自体はありません

が、ファミリーミュージカルということで、皆

様方に見ていただける機会ということで、文

化連盟さんと実行委員会で運営させてい

ただきお呼びさせていただきます。

１０月４日公演になりますが、チケットは

後ろの方に７月３１日からと書いております

が、美幌町先行発売と小さく下に書いてあ

りまして７月２４日、日曜日のみの先行発売

をさせていただきます。

町内先行発売なので、町内の販売所に

来ていただければ町外の方にも販売でき
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る形です。なお、町民会館で販売開始を

行い、午前中を中心に文化連盟の皆様に

もご協力をいただきまして、皆様方にご提

供できればと考えております。

内容も劇団四季から非常に人気の演目

と伺っています。絵本とか本をご一読いた

だいた方もいらっしゃるかもしれませんが、

素晴らしい内容と聞いております。

舞台設備の話をすると後で楽しみにされ

てる方もいらっしゃると思いますが、高い所

からワイヤーを吊って、そこを人が渡る、み

たいな話も聞いております。

　素晴らしい舞台セットと、一流のミュージ

カル俳優がいらっしゃっての公演となりま

すのでぜひ足を運んでいただきたいと思

いますし、ファミリーミュージカルということ

で高校生以下の方の料金が安くなってお

ります。

　そういった部分を文化連盟と協議させて

いただき、また劇団四季とも協議させてい

ただいて劇団四季の方の値段設定もあり、

本当はこの金額での公演はあまりないです

が、美幌町の補助金を入れて何とか美幌

町の皆様を中心にご覧いただきたいという

ことでこの値段にさせていただきました。是

非お子様連れで来ていただければ嬉しい

ですし、子どもの頃から本物を観るというこ

とは非常に大事だと思っております。詳しく

はチラシをご覧いただければと思いますが、

チラシのデザインも劇団四季でされたもの

です。

（牛島委員長）

　全席指定です。枚数制限がないので良

い席を取っていただきたい。良い席から埋

まっていくので早めに購入をお願いします。

見た方は、とても良い中身だと言っていま

した。何回も繰り返し上演されている演目

ですので、お見逃しなくと思います。

（牛島委員長）

　私の持込資料がちょっとあるんですが、１

つは私の勤めている学校で配られたので

すが、ヤングケアラーとは何だということで、

今話題になっています。社会現象ですごく

困っているからと児童生徒向けの資料で

すが、美幌でも配られるのかなと思いつつ、

皆様に分かっていただけたらいいなと用意

しましたのでご一読いただければと思いま

す。

それから、来年から中学校を中心に小

学校も高校も関係しますが、部活動の地域

移行ということが始まります。国ではすでに

決まっています。

まずは土日の休みの時、祝日を含めて

地域に移行していくということで、地域の指

導者にスポーツ関係、文化関係の方という

ことで、学校教育の方で色々話をしていた

だいて詰めているようですが、スケジュー

ルもいただいて令和２年からずっと動いて

いるけどなかなか手を付けられない状況で

す。網走市でも今年になって教育委員会、

校長会等々が動いて研究を重ねていると

ころで、美幌町の教育委員会でも今検討し

ている。

ただ、外に出てくると学校教育だけでは

なくて社会教育にも関わってきて、私たち

も関わりを持たないといけないのかなという

ことが出てきます。きっとスポーツ関係はス

ポーツ協会にもご相談があるのかなと思い

ますし、文化関係では文化連盟の方にもご

相談があるのかなと。

町によってはそういう環境の代表の方が

一堂に会して相談を進めている町もありま

して色々な形、正解はないですが各町で

研究を今積み上げているところです。ただ、

待ったなしに来年度から始まるということだ

けは決まっていますので、皆様もお含みい

ただくとともに情報があれば共有いただい

て、社会教育の中でも困っているみたいな

ことでも良いと思います。

私たちの身分としては地域の中のアンテ

ナになることということもあります。色々な情

報が入った時に、それぞれのお話をいた

だいて、一人ひとり社会教育委員という立

場で委員会にお話しできる立場です。教

育委員会も私たち委員の話を聴かなけれ

ばいけないというところもあります。是非話
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のしやすいところで私たちには、力強い社

会教育の課長、主査もいらっしゃいます。

ざっくばらんにお話いただきながら、美幌

版のそういう形を作っていかなければなら

ないと思っております。ご承知おきとともに

ご理解をいただいてご協力いただければと

思いまして、今日ご紹介させていただきま

した。

　この他、委員の皆様から何かありません

か。

（寺田委員）

美幌高校の校長先生もいらっしゃいます

が、高校生の部動も人数がだんだん少なく

なり、活動することが難しくなってきて、野

球では合同チームみたいな形で行うと聞い

ております。

小学校は少年団というのもがひとつある

と思っておりますし、中学校の部活動もあり

ますが、やはり人員が変わらないということ

で中学校でしたら一緒にやっていくこと等

が出てきたりするでしょうし、部活動自体が

縮小されて色々な趣味ができなくなってく

ると思いますので、これはこの働き方改革

という先生側の立場を言ってるだけではな

くて、子どもたちがやっぱり色々な多様性

を持った、子どもたちを守り育てていく大人

として、色々な部活動を維持したり、活動

ができるよう支援していければ良いなと思

っています。余計なことかもしれませんが。

（牛島委員長）

そのとおりだと思います。町の方でも予

算も含めて人材発掘、確保、謝礼等の予

算を付けるようにと国からも言われておりま

す。町長も先日やるということで言っており

ましたので、そういうことも含めて美幌町で

も前向きに相談していただいているなと思

います。

　今出ましたけど、野球の合同チームがあ

りますけど、網走では学校の中にもサッカ

ー部があるけど学校の部活に入らないで

地域のクラブチームに入って活動している

子もいるんですよね。野球もそうなんです

が、そういうチームも近いうちに中体連への

参加を認めるというようなことも言ってます。

（遠藤部長）

新人戦からですね。クラブチームの参加

を認めるのは。

（牛島委員長）

そういう流れになっていますので受け皿

となる開催者、例えば中体連や高体連、高

野連とか、吹奏楽などもまだまだ追いつい

てないんですよ。どういうふうにその大会を

運営し、どういう子どもたちを参加させるも

のにするかということを今一生懸命話し合

っていますが、まだ形になってません。話

題にはなっているのですが、やはり後ろか

ら追いかけている感じですが、そういうこと

でも変わってくると思いますので部長にも

精力的に動いていただければと思います。

（遠藤部長）

補足ですがこの働き方改革、誤解され

がちで先生がこれで楽するんだと思われが

ちですが、子どもたちとの向き合う時間を

少しでも取りたいというのが大義名分です。

国の、スポーツはスポーツ庁で、文化は

文化庁で、それぞれ国の方で動いていま

して、間もなく文化庁も素案が出来上がり

ます。美幌町も今は網走と同じように校長

会とかにも現在働きかけてまして、できると

ころからやろうと。幸い美幌町は組織がしっ

かりしていますので、お金の面とかクリアし

なければいけないことはありますが、もう待

ったなしでやらなきゃいけないので令和５、

６、７年度でやって、８年度から本格的にみ

たいな動きがあります。

　ただ中体連も追いついていなくて、もうす

ぐ物はできるみたいですが１１月位に本当

の中体連の考え方もできるそうなんですが、

スポーツだったらクラブチームに移行して

等色々話があるそうです。

そして、土日に関わっていただきますの

で報酬の面とか色々なことが出てきますが、

現在学校教育課が窓口になって、それぞ
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れスポーツと文化と歩み寄りながら地域全

体でやっていこうという手探りの状態でして

正解はないですが、幸いそういう組織がし

っかりしているので、本当に皆様のご協力

で進めていきたいと思いますので、今後も

このような機会で意見交換していきながら、

無理舎利にでもここに進めていかなければ

ならないとなっていますので、ご協力いた

だければと思いますので、よろしくお願い

いたします。

（牛島委員長）

　部長ありがとうございました。

　このように進んでおりますので、ご理解を

いただきながら、バックアップをよろしくお

願いいたします。また、先ほど言いました

が、色々な声がありましたらぜひ届けてい

ただければなと思います。

（宮崎委員）

先ほど娘のことを話題に上げていただい

た続きですが、このシンポジウムに美幌高

校に来て、スキー部を新しく作っていただ

いた外部コーチと一緒に協力しながら何か

新しい形で校長先生と先生方で考えてくだ

さって進んでいますので、モデルになるの

かなとちょっと思いました。そして全国目指

して、このパネリストの他にも出ませんが男

の子４名もいますし、全国目指している男

の子も女の子もたくさんいますので、よろし

くお願いします。

美幌高校なんですけど、娘を行かせて

いただいたのですが、地元ということで思っ

ていたよりすごく良くて、それこそ多様性を

持った子たちがいっぱいいるんですが、個

別に先生たちが本当にやって下さってい

て、来年度の進路を選ぶのは中学３年生

なら今７月なんです。是非本当にいいよと

いうことで皆様で美幌高校を応援していた

だければなと思いますのでよろしくお願い

します。

（牛島委員長）

うちの子２人も美幌高校だったけど、皆

様是非お願いします。パラリンピックに出た

久保さんも美幌高校ですしね。

（宮崎委員）

地元でできると思います。色々なことが。

（牛島委員長）

これから、素晴らしいものを作っていって

ほしいなと。茂手木委員、何かありません

か。

（茂手木委員）

　特にありません。言っていただきました。

是非野球部の復活をお願いします。

（牛島委員長）

はい。ありがとうございました。ちょっと時

間が押しましたけど、中身は非常に濃かっ

たと思っております。

最後に次回の会議について事務局より

お願いします。

（立花課長）

本日は、長時間にわたり熱心なご議論を

ありがとうございました。

　美幌高校つながりで私も美幌高校出身

ですが当時、部活がなかったんですが、同

好会という形で認めていただいてインター

ハイまで行くことができたという経験があり

ます。

（牛島委員長）

　課長スケートですもんね。

（立花課長）

先生がついていけなくて、選手２人で飛

行機で大会に行ったという無謀な行動をし

たことがありました。

（立花課長）

本当にそういった多様性という部分で

色々なことを認め合うという非常に難しいテ

ーマを話し合っていただき本当に感謝を

申し上げます。入口ということでこれから本

当の議論になると思いますが、よろしくお
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願いいたします。

次回会議につきましては、１１月２４日、

同じ時間ということで考えております。状況

により変更もありますが、現在のところそう

いった予定をしております。

先ほどの多様性の研究調査については

１０月頃に研修会を開催したいというふうに

考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。

また、次回会議の議題としましては、令

和５年度の事業計画とその研究調査につ

いてです。研修会、会議ともにまだ先の話

ですので、改めて開催の案内をお送りした

いと思いますので、今のところ仮の予定と

いうことで後日文書で確認いただければと

いうふうに思います。

　それから事業視察等々で後になることに

なりますが、体調管理に気を付けながら取

組をしていただければと思います。以上、

よろしくお願いいたします。

（牛島委員長）

なお、前回の会議でもご案内しましたが、

管内の振興セミナー、今年は小清水町で

日にちは決まってませんがたぶん１１月、北

見斜網ブロック研修会が清里町で１０月２日

です。ご案内をさせていただきますので、是

非時間のやりくりをして出席いただいて、自

分たちが社会教育で色々と活動しておりま

すが、他市町村の様子を聞くことによって、

自分たちのやっていることと他でやっている

ことを比べたり、色々学びも多いので是非

時間を取って、研修会にご出席いただけれ

ばと思っておりますのでよろしくお願いいた

します。今 立 花 課 長 か ら お 話 が あ り

ま し た と お り 、 次回会議は１１月２４日木

曜日、１８時３０分からこの会場を予定して

おりますので今から予定を合わせてご出席

いただければと思います。

　本日は出席が少なく残念でしたが、でき

るだけ時間を合わせてご出席いただけれ

ばと思っておりますので、よろしくお願いい

たします。

以上をもちまして、令和４年度第３回美幌

町社会教育委員会議を終了いたします。

みなさま大変お疲れさまでした。ありがとう

ございました。

【閉　　会】


